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当協会は，昭和21年9月に設立された社団法人農薬協会から農薬工業会が独立した後，昭和

28年6月の定款変更により社団法人日本植物防疫協会として発足以来，50年を迎えることが

できました。

これはひとえに農林水産省，独立行政法人試験研究・検査機関，都道府県関係機関，農薬業

界ならびに会員各位の絶大なご支援，ご協力の賜と心より感謝申し上げます。

ご承知のように，昭和20年代後半より農業技術は目ざましく発達し，農業生産の増大，品質

の良い農産物の安定生産ならびに生産性の向上を達成しました。そのなかで，植物防疫の技術

が大きな役割を果たしてきたことは申すまでもありません。また，今日では的確な防除，人に

対する安全‘性，環境との調和を基本として植物防疫の展開がなされています。

当協会は，産官学の関係者が一致協力して植物防疫に関する課題に取り組み，植物防疫の発

展をはかることを目的として発足し，その趣旨に沿い植物防疫事業の展開とともに今日まで歩

んで参りました。幸い昭和50年代以降，研究施設を増設するとともに，陣容も充実させて業務

の遂行に当たってきました。今後とも機動'性のある組織として，植物防疫の発展に貢献できる

よう努力して参りたいと存じます。

今般，協会は50年記念の一端として，これまでの記録を取りまとめ印刷に付した次第です。

協会の歩みは単に協会のみならず，我が国植物防疫発展の一断面でもあると認識しておりま

す。

なお，短期間で編集した関係上，不十分な点もあろうかと存じますが，関係各位のご参考に

していただければ幸いです。

今後とも協会事業に対しご理解を賜るとともに，ご指導，ご支援のほどお願い申し上げます。

平成15年5月吉日

理事長管原敏夫


































































































































































































































































































































































